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は　ん　の　樹 （2）　　平成30年11月

創立50周年を迎えた「はんな・さわらび療育園」

　平成30年６月１日の創立記念日に、「はんな・さわらび療育園」は創立50周年を迎え
ました。今号の「はんの樹」では、「創立50周年記念号」として、園の創立から現在に
至るまでを簡単に振り返りたいと思います。

　重症心身障害児者はどの福祉制度の対象にもならず、障害児者関係制度の狭間に置か
れていた時代が長く続きました。創立者である鈴木セイ（享年100）は、その方々とご
家族の救いの一つとなるため、昭和40年８月、重症心身障害児施設の創立を目的とし
て「財団法人	榛桐会」（※１）を立ち上げました。
　そして、昭和43年６月、「愛と奉仕の精神」を理念とし、群馬県で初の重症心身障害
児施設である「はんな・さわらび学園」（※２）を現在地である高崎市榛名山町に、定員50
名で開園しました。
　当時の社会は、まだまだ障害福祉への理解が足りないことや交通事情などから、資金
面、人材面で困難な状況が長く続いていたと聞いております。しかし、鈴木セイをはじ
め当時の職員は、「この子らのために」と惜しみない努力と愛情を持ち、利用者様たち
と接してきました。
　現在、当法人は、「はんな・さわらび療育園」においては107床、また、高崎市より「ハー
モニー高崎ケアセンター」（高崎市柴崎町）の指定管理を受け、１日定員30名のデイサー
ビス事業を行わせていただいているほか、平成28年には「ゾーン・サポートきぬの郷」（富
岡市）を、今年度には「浜川こどもとおとなサポートセンター」（高崎市大八木町）を
開設し、全４施設を運営しております。さらに、平成34年を目標に、「はんな・さわら
び療育園」を高崎市大八木町へ移転する計画も現在進めております。
　今後は「愛と奉仕の精神」の理念のもと、利用者様とそのご家族への大きな愛と思い
やりを我々職員一人ひとりの心に刻みつけ、更に一層の努力を続けてまいりたいと思い
ます。

※１：「榛桐会（しんとうかい）」の名称の由来について
　鈴木セイは、群馬県の桐生市に生まれ、昭和12年にここ榛名山の地に有志とともに結核
の療養所（現在の榛名荘病院）を創立して以来、亡くなられるまで第二のふるさととして榛
名に定住していました。生誕の地である桐生市を想いながらも、榛名の地を愛する鈴木セイ
の心情から「榛桐会」という名が生まれました。

※２：「はんな・さわらび」の名称の由来について
　昔、ここ榛名には、「はんのき（成木の高さは約３ｍくらいになり、春開花し小花が穂状
につき、果実は食用になります。）」が群生していたため、土地の人はこの地を「はんな」と
呼んでいました。また、陽だまりのせいか山菜の蕨（わらび）が出るのが早く、「はんなの
早蕨（さわらび）」と呼んで春の若菜摘みには欠かせない場所だったようです。「はんのき」
の若葉が五月の清々しい風に揺れて、足元には
蕨（わらび）が一面に顔を出している。厳しい
冬を耐えて枯れ野から一番に顔を出し、春風の
中ですくすくと育つ早春の蕨のように、利用者
様たちが暖かなこの地で元気に成長していって
ほしい。こんな光景と重症心身障害児者たちへ
の思いから、「はんな・さわらび」という名が
付けられました。
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昭和40年08月
「はんな・さわらび学園」の設置経営を主たる目的として、財団法人	
榛桐会を設立

昭和43年06月
「はんな・さわらび学園」開園（施設整備事業完了）	定員50名
管理棟・第１療育棟・給食家政棟・事務医療棟完成（競輪補助事業）

昭和43年08月 職員宿舎	柏木寮完成

昭和44年07月 皇太子殿下、同妃殿下ご来園

昭和45年03月
第２療育棟完成（競輪補助事業）により60床の増築となり定員110
名に変更
職員宿舎	白百合寮完成

昭和47年07月 財団法人	榛桐会を解散し社会福祉法人	榛桐会を設立

昭和48年03月 訓練棟・職員厚生棟・職員宿舎	山吹寮完成

昭和51年04月
入所者の年長化に伴う面積不足のため10床の削減を行い定員100名
に変更

昭和53年03月 屋外訓練場（南面道路等）完成

昭和54年03月 さわらびの像完成

昭和56年07月 緊急一時保護事業に対応のため３床の増床を行い定員103名に変更

平成03年04月 施設名称を「はんな・さわらび療育園」に変更

平成08年12月 重症心身障害児（者）Ｂ型通園事業開始

平成10年07月
高崎市心身障害者デイサービスセンター事業の運営およびハーモ
ニー高崎ケアセンターの管理委託を開始

平成10年11月 保護者会より30周年記念碑贈呈（揮毫	小渕内閣総理大臣）

平成12年10月 障害児（者）療育等支援事業（コーディネーター事業）開始

平成15年04月 指定居宅支援施設事業者（短期入所事業（支援費））の指定を受ける

平成15年12月 重症心身障害児・者通園A型（定員１日15名）事業への移行

平成20年01月 障害者自立支援法に基づく短期入所定員を２床から４床に変更

創立から50年の歩み
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職員と歓談される両殿下

開園当初のはんな・さわらび学園遠景

施設建設予定地を視察

平成24年04月

法改正により重症心身障害児施設から医療型障害児施設入所施設お
よび療養介護事業所へ移行
法改正により重症心身障害児・者通園A型事業から福祉型障害児通
所施設および生活介護事業所へ移行

平成26年11月 施設移転・新施設建設地購入（高崎市大八木町）

平成28年04月
ゾーン・サポートきぬの郷（多機能型通所事業所・保育所等訪問支
援事業所・相談支援事業所）開設（富岡市）

平成30年06月
施設移転地に浜川こどもとおとなサポートセンターを開設（障害児
者歯科診療所・多機能型通所支援事業所・地域支援事業・相談支援
事業所・居宅介護事業所・訪問看護事業所）

開園当初における、利用者様の食事風景
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制作中のさわらびの像

ハーモニー高崎ケアセンター（管理委託）

浜川こどもとおとなサポートセンター開設

榛桐会設立10周年に服部良一先生を迎え
「はんな・さわらび療育園」の歌を披露
（作詞：服部良一　作曲：鈴木比呂志）

30周年記念碑贈呈

ゾーン・サポートきぬの郷開設

今日の利用者様の食事風景
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　メディカルサービス株式会社から専務取
締役の荻野篤史様、営業部次長の持田博之
様を講師に迎え、「感染性廃棄物処理につ
いて」と題して、平成30年第２回法定研修
を行いました。
　「廃棄物とは何なのか？」、「感染性廃棄
物の処理方法」といった内容で研修が行わ
れました。
　これまで決められた容器に決められた方
法や場所で捨てるだけでしたが、具体的に
どのような手順で処理がされているか学ぶことができました。不法投棄についても話が
あり、排出事業者が委託業者を値段だけで選んでしまったり、実際の処理施設を確認し
なかったことにより、不法投棄が発生することが多いことが分かりました。
　私たちが事業を行う上で廃棄物は避けては通れないものですが、適正な処理を継続し
ていきたいと感じました。そのためにも、自治体のホームページなど関連情報を逐一
チェックしていきたいと思います。荻野専務、持田様、ありがとうございました。

　平成30年度第１回の報告会が行われ、各部署から３名が外部研修の報告を行いました。
　１．療育部　第一療育課　川野若菜
　　「新人看護職員　医療安全」（5/30）
　２．診療部　医療技術・リハビリ課　伊藤恵理子
　　「WISC-Ⅳの結果を学校現場で活かす－検査結果の解釈と支援－」（7/24）
　３．事務部　総務課　課長補佐　柳澤武雄
　　「仕事で活かせる心理学」（9/13）
　各部署から多業種の内容を聞くことで、広い知識を得ることができただけでなく、普
段得られない刺激を受けることができました。報告会に参加できなかった職員とも学ん
だ内容を共有し、今後の業務や仕事の進め方に活かしていきます。
　報告者の職員については、発表ありがとうございました。

９月19日　平成30年度第２回法定研修

９月20日　平成30年度第１回出張・研修報告会
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　花王プロフェッショナル・サービス株式会社の河野香様を講師に迎え、「医療施設に
おける感染対策～インフルエンザ・耐性菌・ノロウイルス対策～」と題して、平成30
年度第３回法定研修を行いました。
　前半は座学研修で、「施設における感染対策」、「インフルエンザとは」、「ノロウイル
スとは」といった感染対策に関する内容を学び、後半では嘔吐物処理に関する動画の視
聴や、嘔吐物処理キットを実際に使用して、河野様に嘔吐物処理を実演していただきま
した。嘔吐物を処理する場合に気を付けなければならない点や、キットの使い方、その
他注意点など、すぐに実践しなければならない内容ばかりでした。
　インフルエンザやノロウイルスなどの感染症を、職員が園外から持ち込んで感染また
は拡散が行われないよう、今回学ばせていただいた日々の予防策を実施していきたいと
思います。河野様、ありがとうございました。

　若い人を中心に、秋のイベントとして仮装をしたりお菓子を渡しあったりしている「ハ
ロウィン」ですが、利用者様にも季節感や陽気な雰囲気をお楽しみいただきたいと考え、
訓練棟に写真撮影スポットをご用意させていただきました。リハビリ課職員を中心に小
さく始まった取り組みでしたが、当日病棟職員へお知らせすると、大勢の利用者様に訓
練棟へお越しいただき、普段と少し違う訓練棟を感じていただけたと思います。
　一棟の村川万里子様は、その日は気持ちが落ち着かず泣かれていました。しかし、か
ぼちゃの衣装に身を包み周囲の職員に声をかけられたり褒められたりしていると、泣き
止んで周りをキョロキョロと眺められていました。村川様が周囲へ気持ちを向け、人か
らの関わりを受け入れられるきっかけになったのだと思います。
　利用者様も職員も一緒に笑い、時間や雰囲気を共にすることで、楽しさや特別感も共
有することができました。これからも、四季を感じられるような関わりや、日常とは少
し異なる特別な場を提供できるような取り組みを行っていきたいと思います。

10月31日　ハロウィン

10月10日　平成30年度第３回法定研修
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　当園の訓練棟にてさわらび文化祭を開催しました。会場には利用者様が作成された作
品の展示や、日中活動の様子を写した写真の掲示などが行われました。またプログラム
については、利用者様の中で音や音楽が好きな方々が中心になって活動している音楽ク
ラブの発表会と、民謡・演歌歌手の響ようこ様のステージの２部構成で実施されました。
　音楽クラブの発表会は、ドラえもんに扮した利用者の方々が、ドラえもん関連の曲を
２曲披露しました。使用した楽器は、音楽クラブで利用者様の身体機能を活かして作製
された手作りのものです。明るい音楽と楽しそうに演奏する様子は、聴く側の利用者様、
ご家族、職員にも伝わったようで、会場全体が温かな雰囲気に包まれました。
　歌手の響様には、持ち歌やリクエスト曲を披露していただきました。暗くなった会場
と利用者様が持つペンライトの光で、コンサート会場に早変わりです。美しい歌声と三
味線の音色に、皆様聴き入られ、終盤には利用者様とのデュエットもあり、ステージは
終始大盛り上がりでした。実は、響様は当園の元職員です。利用者様もご家族も、再会
を楽しんでいらっしゃいました。響様、ご協力いただきありがとうございました。
　来年も、皆さんに楽しんでいただける文化祭を行いたいと思います。沢山の方にご来
場いただき、誠にありがとうございました。

10月21日　さわらび文化祭
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　平成30年度逝去者記念礼拝が、当園の訓練棟にて執り行われました。昨年に引き続き
司式を榛名聖公教会の輿石司祭に、また伴奏を秋葉司祭の奥様に行っていただきました。
　今年度逝去された方３名と、これまでに当園で逝去された方々全員を偲び、参加者全
員で讃美歌を歌い、また黙祷を捧げ、さらに献花を行いました。式の中で、担当職員が
今年度に逝去された利用者様との思い出を語る追悼文を読み上げました。（※次ページ
にその追悼文を掲載いたします。）
　キリスト教において11月は「亡くなられた方たちのための月」として知られており、
このような式典が数多く催されるとのことです。我々職員も、逝去された利用者様に対
し悲しみや無念さを感じると共に、一緒に過ごした楽しい日々や、覚えている日常の一
コマなどに思いを馳せました。
　今年度に逝去された３名のご生前のお姿をお偲びしますとともに、あらためて故人の
ご冥福を心よりお祈りいたします。
　昨年に引き続き司式を行っていただいた輿石司祭、また伴奏を行っていただいた秋葉
司祭の奥様に、心より感謝申し上げます。

11月11日　平成30年度逝去者記念礼拝
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な
り
、
初
め
て
名
前
を
呼
ん
で
い
た
だ
い
た
時
は
、
と
て
も
嬉
し
く
、
今
で

も
忘
れ
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。

藤
島
様
と
過
ご
し
た
日
々
は
毎
日
が
楽
し
く
、
沢
山
の
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。
例

え
ば
、
男
性
職
員
間
で
女
性
芸
能
人
の
話
を
す
る
と
、「
ニ
コ
ニ
コ
」
と
し
て
楽
し
そ
う

な
声
を
出
し
て
笑
って
い
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
甥
の
藤
島
和
也
様
の
と
こ
ろ
に
行
く

と
、「お
か
ず
や
」
と
嬉
し
そ
う
に
声
を
掛
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
外
泊
さ
れ
た
際
は
、

お
父
様
と
晩
酌
を
楽
し
ま
れ
て
い
た
と
お
聞
き
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
行
事
ご
と
や
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に
よ
る
演
奏
会
の
際
は
、
い
つ
も
一
番
前
で
見
ら
れ
て
、
楽
し

そ
う
に
さ
れ
て
い
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

平
成
二
十
九
年
の
年
末
に
体
調
を
崩
さ
れ
、
大
好
き
だ
っ
た
ご
飯
も
食
べ
ら
れ
な

く
な
り
、
経
管
栄
養
で
の
食
事
に
な
り
ま
し
た
。
な
か
な
か
体
調
が
良
く
な
ら
ず
、

転
院
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
ま
た
元
気
に
さ
わ
ら
び
に
帰
って
き
て
い
た
だ
け
る
と
思
っ

て
い
ま
し
た
が
、
状
態
が
急
変
し
、
天
国
へ
と
旅
立
た
れ
て
い
き
ま
し
た
。
藤
島
様
と

の
最
後
の
お
別
れ
が
、
さ
わ
ら
び
で
出
来
な
か
った
の
が
、
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
ど
う
ぞ
、
さ
わ
ら
び
の
皆
の
事
、
ご

家
族
の
事
を
見
守
って
い
て
下
さ
い
。
悲
し
み
を
乗
り
越
え
て
、
私
た
ち
も
日
々
の
仕

事
に
精
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

平
成
三
十
年
十
一
月
十
一
日

�

療
育
部　

第
一
療
育
課　

保
育
士　

小
板
橋�

勇
太　

�

代
読　

准
看
護
師　

上
原�

直
樹　

追悼文の紹介
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林
美
恵
様

は
ん
な
・
さ
わ
ら
び
療
育
園
を
代
表
い
た
し
ま
し
て
、
こ
こ
に
謹
ん
で
哀
悼
の

意
を
示
し
、
お
別
れ
の
言
葉
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

林
様
が
体
調
を
崩
さ
れ
た
時
、
私
は
ま
た
必
ず
元
気
に
な
って
あ
の
素
敵
な
笑

顔
を
見
せ
て
く
れ
る
と
い
う
こ
と
を
疑
い
も
せ
ず
に
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
平
成

三
十
年
六
月
二
十
八
日
、
闘
病
の
末
、
林
様
は
旅
立
た
れ
ま
し
た
。
林
様
が
逝

去
さ
れ
た
と
き
、私
は
と
て
も
信
じ
が
た
く
、と
て
も
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
れ
と
と
も
に
、
林
様
と
過
ご
し
た
時
間
や
、
様
々
な
場
面
を
た
く
さ
ん
思
い
出

し
ま
し
た
。

「
林
美
恵
さ
ー
ん
」
と
呼
ぶ
と
、「
は
ー
い
」
と
応
え
て
く
れ
る
、
こ
の
や
り
と
り

が
今
で
も
鮮
明
に
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
私
が
食
事
介
助
の
際
に
着
て
い
る
エ
プ
ロ
ン
の

後
ろ
の
紐
を
ほ
ど
き
笑
顔
に
な
って
い
る
林
様
、
私
は
そ
の
笑
顔
が
見
た
く
て
何
度

も
林
様
の
近
く
に
行
き
ま
し
た
。
そ
の
度
に
私
は
元
気
を
い
た
だ
き
、
毎
日
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
い
つ
も
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

思
え
ば
、
私
は
元
気
を
い
た
だ
い
て
ば
か
り
で
、
林
様
に

「
何
か
し
て
さ
し
あ

げ
る
こ
と
は
で
き
た
の
か
。
」
そ
ん
な
こ
と
を
亡
く
な
ら
れ
た
あ
の
日
か
ら
ず
っ
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

林
様
が
旅
立
た
れ
る
数
日
前
、
外
は
雲
一
つ
な
い
青
空
で
し
た
。
そ
の
日
は
、

い
つ
も
よ
り
少
し
体
調
が
良
か
った
の
で
、
私
は
林
様
を
連
れ
出
し
、
さ
わ
ら
び
の

周
り
を
一
緒
に
散
歩
し
ま
し
た
。
林
様
、
外
に
咲
い
て
い
た
赤
紫
色
の
花
を
覚
え

て
い
ま
す
か
。
あ
の
花
、
後
で
調
べ
た
ら
ニ
チ
ニ
チ
ソ
ウ
と
い
う
花
で
、
花
言
葉
は

「
楽
し
い
思
い
出
」
だ
そ
う
で
す
。
最
後
に
な
って
し
ま
った
あ
の
散
歩
は
、
楽
し
い

思
い
出
の
一
つ
に
な
り
ま
し
た
か
。
私
は
あ
の
最
後
の
散
歩
を
こ
の
先
一
生
忘
れ
ま

せ
ん
。

林
様
と
お
別
れ
し
な
け
れ
ば
と
思
う
と
悲
し
み
に
耐
え
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
た
く

さ
ん
の
思
い
出
を
胸
に
、
今
入
居
さ
れ
て
い
る
方
々
や
、
こ
れ
か
ら
巡
り
あ
う
方
々

の
た
め
に
、
精
一
杯
心
を
込
め
て
支
援
し
て
い
く
こ
と
を
誓
い
、
お
別
れ
の
言
葉
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

今
ま
で
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

平
成
三
十
年
十
一
月
十
一
日

�

療
育
部　

第
二
療
育
課　

看
護
師　

春
日�

勇
太　
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　平成30年度第１回虐待防止研修が行われました。講師、テーマ、講義内容は以下の
通りです。
・療育部　部長　四ツ橋勇二　「行動制限最小限化について」
　行動制限最小限化とは、利用者様に対する行動制限（面会・通信の制限、隔離、身体
拘束）を可能な限り必要最小限なものとするための活動のことで、その中でも、当園で
も行われている身体拘束を減少させていくために必要な取り組みについて学びました。
・療育部　第1療育課　サービス管理責任者　長井克自　「虐待を起こさないために」
　平成24年10月に施行された「障害者虐待防止法」に沿って、対象となる障害者、障
害者虐待の種類について学びました。そしていくつかの虐待事例から、職員各々がどの
ように感じたか、どのように行動するべきかを考える演習も行いました。
　障害者虐待の通報・届出の件数は年々増加傾向にあります。これを防止するために、
今以上に虐待に対する職員の意識の向上を行い、また職員同士が指摘し合い、支え合う
環境作りを行っていきたいと思います。お二人とも、ありがとうございました。

　日本光電工業株式会社の秋村裕彦様を
講師に迎え、「医療に於ける安全」と題し
て、平成30年度第４回法定研修を行いま
した。
　講義では、医療事故の現状として、医
療機関の数はあまり増えていないのに、
年々医療事故の件数が大幅に増加して
いるという話がありました。また、いく
つかの医療事故の事例を紹介していただ
き、評価機関が集計したデータを基に医
療事故が起こってしまう原因はどこにあるのかを学ばせていただきました。
　事故の防止策としては、PDCAサイクルを駆使して、自分が感じたヒヤリ・ハット（イ
ンシデント）を提出し、情報をより多く集めて検討・対策・効果の確認を行っていくこと。
また、「なぜインシデントが起こったか」という要因分析が重要であり、それぞれの医
療機関に適した分析法を用いて要因毎に分析し、そのインシデントの発生原因を把握し
対処することが重要であるとのことでした。分析法の一つとして、SHELLモデル分析法
を紹介していただき、過去の医療事故の事例と照らし合わせて学ばせていただきました。
　当園も過去に発生したインシデントを分析し、医療事故を絶対に起こさないための仕
組みを構築していきたいと思います。秋村様、ありがとうございました。

11月29日　平成30年度第４回法定研修

11月７日　平成30年度第１回虐待防止研修
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第
一
療
育
課
か
ら

第
一
療
育
課
か
ら

　

ま
だ
ま
だ
残
暑
が
残
る
九
月
某

日
。

　

暑
く
て
外
に
出
る
の
も
嫌
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
が
、
そ
ん
な
時
に
気

持
ち
が
良
い
の
が
水
遊
び
。

　

一
棟
Ａ
チ
ー
ム
の
Ａ
様
は
、
桶
に

冷
た
い
水
を
入
れ
て
自
分
の
手
足
に

か
け
て
、「
冷
た
い
！
」
と
い
う
反

応
を
し
ま
し
た
。

　

び
っ
く
り
し
た
様
子
の
後
に
ま
た

水
に
手
を
入
れ
、
す
ぐ
に
出
し
、
私

の
顔
を
み
つ
め
て
い
ま
す
。
冷
た
さ

に
慣
れ
た
の
か
、
今
度
は
水
に
手
を

入
れ
た
ま
ま
、
水
を
つ
か
も
う
と
一

生
懸
命
。

　

な
ん
だ
が
ほ
ん
わ
か
し
た
ひ
と
と

き
で
し
た
。

（
保
育
士　

平
尾	

憂
）

水
遊
び

　

最
近
、
驚
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。

　

一
棟
内
の
通
路
を
歩
い
て
い
る
と

遠
く
か
ら
、「
あ
っ
、
直
樹
さ
ん
来

た
ー
」
と
工
藤
様
の
声
が
聞
こ
え
ま

し
た
。

　

工
藤
様
は
ベ
ッ
ド
の
上
に
お
ら

れ
、
お
互
い
が
見
え
な
い
位
置
に
い

た
に
も
関
わ
ら
ず
、
私
が
歩
い
て
来

る
の
が
な
ぜ
分
か
っ
た
の
か
、
と
て

も
不
思
議
に
感
じ
、
驚
き
ま
し
た
。

他
の
職
員
も
「
ど
う
し
て
来
る
の
が

分
か
っ
た
の
で
す
か
？
」
と
、
驚
い

て
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
以
外
に
も
、
一
棟
前
の
廊
下

に
職
員
が
来
る
と
、「
あ
っ
、
○
○

さ
ん
が
来
た
よ
ー
」
と
、
姿
を
見
ず

に
言
い
当
て
ら
れ
た
こ
と
も
何
回
か

あ
り
ま
し
た
。

　

も
し
か
す
る
と
工
藤
様
は
人
の
気

配
を
感
じ
と
っ
た
り
、
人
の
足
音
で

誰
だ
か
判
別
し
た
り
す
る
こ
と
が
出

来
る
「
第
六
感
」
が
あ
る
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
信
じ
る
か
信
じ
な
い
か

は
あ
な
た
次
第
で
す
。

（
准
看
護
師　

上
原	

直
樹
）

第
六
感

　

入
職
し
て
、
早
く
も
八
ケ
月
が
過

ぎ
ま
し
た
。
こ
こ
周
辺
は
季
節
の
変

化
が
分
か
り
や
す
く
、
自
然
を
楽
し

み
な
が
ら
日
々
出
勤
し
て
い
ま
す
。

　

今
ま
で
季
節
毎
に
、
様
々
な
イ
ベ

ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
夏
祭
り
、

お
化
け
屋
敷
、
文
化
祭
、
ハ
ロ
ウ
ィ

ン
な
ど
、
利
用
者
様
、
ご
家
族
の
楽

し
み
の
一
つ
だ
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
日
々
の
援
助
の
中
で
体
温

調
節
を
し
な
が
ら
外
で
お
や
つ
を
食

べ
た
り
、
散
歩
、
シ
ャ
ボ
ン
玉
遊
び
、

ト
レ
ー
ラ
ー
に
乗
っ
て
い
る
姿
な
ど

を
見
て
き
ま
し
た
。

　

外
気
浴
の
後
は
、
と
て
も
表
情
が

よ
く
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
さ
れ
て
い
る
印

象
を
受
け
ま
す
。
自
然
に
囲
ま
れ
て

い
る
立
地
は
さ
わ
ら
び
の
魅
力
の
一

つ
だ
と
感
じ
ま
す
。

　

入
職
し
た
頃
は
何
も
分
か
ら
ず
、

先
輩
方
に
教
わ
り
な
が
ら
利
用
者
様

の
個
性
や
特
徴
を
学
び
ま
し
た
。
ま

た
、
日
々
接
す
る
こ
と
で
目
線
、
表

情
、
声
の
ト
ー
ン
、
緊
張
な
ど
で
思

い
を
表
出
し
て
い
る
こ
と
に
徐
々
に

気
付
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

入
職
し
て
か
ら
感
じ
て
い
る
事

　

先
輩
方
の
会
話
の
中
で
気
付
い
た

事
は
、
視
覚
や
聴
覚
で
ど
れ
だ
け
情

報
を
得
ら
れ
る
か
が
重
要
で
、
訴
え

が
難
し
い
方
は
特
に
日
々
の
観
察
が

と
て
も
大
切
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

時
間
帯
、
体
調
を
崩
す
前
に
出
る

症
状
を
観
察
し
、
変
化
を
把
握
し
て

対
応
し
て
い
る
姿
を
見
て
き
ま
し

た
。
ス
タ
ッ
フ
間
で
話
し
合
い
、
個

別
に
充
実
し
た
日
常
生
活
を
送
れ
る

よ
う
今
後
も
努
め
て
い
き
た
い
で

す
。

（
准
看
護
師　

川
野	

若
菜
）

　

は
ん
な
・
さ
わ
ら
び
療
育
園
で
は

日
中
活
動
と
し
て
様
々
な
余
暇
活
動

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
私
が
そ
の

中
で
も
お
気
に
入
り
な
の
が
、
戸
外

散
歩
で
す
。
室
内
で
過
ご
す
時
間
の

多
い
利
用
者
様
に
と
っ
て
、
さ
わ
ら

び
の
大
自
然
？
に
囲
ま
れ
た
環
境
は

と
っ
て
も
良
い
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
の
出

来
る
場
所
だ
と
思
い
ま
す
。

お
散
歩
納
め
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今
年
の
四
月
に
入
職
し
、
八
ヶ
月

が
過
ぎ
ま
し
た
。

　

私
に
と
っ
て
重
症
心
身
障
害
児
・

者
の
方
々
に
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
く

の
は
初
め
て
で
、
入
職
当
初
は
分
か

ら
な
い
事
ば
か
り
で
し
た
。
不
安
の

中
、
先
輩
職
員
の
方
々
に
優
し
く
指

導
し
て
い
た
だ
き
、
職
場
に
早
く
慣

れ
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

　

九
月
か
ら
担
当
の
利
用
者
様
を
持

つ
こ
と
に
な
り
、
そ
の
方
に
合
っ
た

支
援
を
考
え
る
過
程
で
、
一
人
ひ
と

り
に
深
く
関
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

今
の
目
標
は
、
様
々
な
利
用
者
様

と
関
わ
っ
て
い
く
中
で
、
一
人
ひ
と

り
に
合
っ
た
支
援
を
自
分
な
り
に
考

え
ら
れ
る
よ
う
に
、
日
々
利
用
者
の

皆
様
の
様
子
を
見
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
至
ら
な
い
点
が
多
々
あ

り
ま
す
が
、
利
用
者
様
が
安
心
し
て

過
ご
せ
る
よ
う
に
、
頑
張
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

（
介
護
福
祉
士　

関
口	

翔
）

入
職
し
て
八
ヶ
月

　

し
か
し
夏
が
終
わ
り
、
今
は
十
一

月
。
職
員
も
上
着
無
し
で
は
外
に
出

る
の
が
寒
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ

ん
な
中
、
日
の
出
て
い
る
午
前
中
や

午
後
の
時
間
を
狙
っ
て
利
用
者
様
は

毛
布
を
首
ま
で
か
け
て
散
歩
へ
出
掛

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

職
員
の
背
中
に
「
寒
い
よ
～
」
と

い
う
よ
う
に
し
が
み
つ
き
な
が
ら
も

「
く
ん
く
ん
」
と
匂
い
を
感
じ
ら
れ
て

い
る
方
や
、落
ち
葉
を
踏
む
音
に
「
な

ん
だ
ろ
う
？
」
と
い
う
よ
う
に
表
情

を
変
え
ら
れ
る
方
、
紅
葉
し
た
山
の

景
色
を
指
さ
し
て
気
持
ち
良
さ
そ
う

に
声
を
出
さ
れ
る
方
な
ど
、
秋
の
空

気
を
感
じ
て
い
る
様
子
で
し
た
。

　

春
は
さ
く
ら
を
見
た
り
、
夏
は
日

陰
で
涼
ん
だ
り
と
季
節
に
よ
っ
て

様
々
な
楽
し
み
に
あ
ふ
れ
る
戸
外
散

歩
で
す
が
、
冬
ば
か
り
は
寒
す
ぎ
て

外
に
出
ら
れ
ま
せ
ん
。
寒
さ
が
大
の

苦
手
な
私
は
、
早
く
も
暖
か
な
新
緑

の
中
を
皆
様
と
散
歩
に
出
か
け
る
の

が
待
ち
遠
し
い
で
す
。

　

冬
は
室
内
で
暖
ま
り
な
が
ら
楽
し

い
時
間
を
過
ご
し
、
皆
様
が
体
調
を

崩
す
こ
と
な
く
冬
を
越
せ
る
よ
う
励

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
社
会
福
祉
士　

木
次	

紫
穂
）

第
二
療
育
課
か
ら

第
二
療
育
課
か
ら

　

先
日
、
二
棟
の
利
用
者
様
三
名
と

高
崎
イ
オ
ン
へ
出
か
け
ま
し
た
。

　

靴
を
買
う
は
ず
の
高
橋
様
は
、

色
々
な
品
を
見
て
も
ら
っ
て
も
中
々

首
を
縦
に
振
ら
ず
、
何
十
品
目
で

や
っ
と
Ｏ
Ｋ
サ
イ
ン
が
出
て
靴
を
買

う
事
が
で
き
ま
し
た
。

　

土
井
様
は
普
段
と
違
う
環
境
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
赤
ち
ゃ
ん
の
泣
き
声

や
車
の
振
動
に
反
応
し
て
声
を
出
し

た
り
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

新
保
様
は
実
際
に
靴
を
履
い
て
具

合
を
み
て
か
ら
購
入
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

利
用
者
様
に
と
っ
て
園
外
へ
出
か

け
る
こ
と
は
と
て
も
良
い
刺
激
に
な

り
、
楽
し
い
思
い
出
に
な
っ
た
と
思

い
ま
す
。
本
年
度
よ
り
利
用
者
様
と

個
別
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の

よ
う
な
有
意
義
な
外
出
の
機
会
を
つ

く
っ
て
あ
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
介
護
福
祉
士　

丸
山	

美
奈
子
）

イ
オ
ン
に
出
か
け
て

　

寒
い
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

な
ん
だ
か
寂
し
い
気
持
ち
に
な
る
季

節
で
す
ね
。

　

で
も
、
そ
ん
な
気
持
ち
が
吹
き
飛

ん
で
し
ま
う
時
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

は
、
は
ん
な
・
さ
わ
ら
び
療
育
園
の

利
用
者
様
と
い
る
時
で
す
。

　

さ
わ
ら
び
に
来
て
、
利
用
者
様
と

過
ご
す
時
間
は
と
て
も
楽
し
く
、
充

実
し
て
い
ま
す
。
い
つ
も
素
直
で
無

邪
気
な
目
を
し
て
笑
い
か
け
て
く
れ

ま
す
。
だ
か
ら
私
も
、
笑
顔
で
元
気

に
さ
わ
ら
び
で
過
ご
す
こ
と
が
出
来

て
い
る
の
だ
と
日
々
、
感
じ
て
い
ま

す
。

　

利
用
者
様
の
素
直
で
無
邪
気
な
気

持
ち
や
、
笑
顔
を
守
る
た
め
に
、
私

は
こ
れ
か
ら
も
一
生
懸
命
に
お
世
話

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

ま
だ
ま
だ
至
ら
な
い
点
は
多
々
あ

り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
宜
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

（
看
護
師　

山
崎	

朋
子
）

冬
到
来
！
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八
月
二
十
七
日
、
さ
わ
ら
び
の
訓

練
棟
で
、「
お
化
け
屋
敷
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
私
は
、
お
化
け
役
を
行

う
利
用
者
Ｈ
様
の
介
助
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

お
化
け
屋
敷
は
学
校
を
コ
ン
セ
プ

ト
に
し
て
お
り
、
Ｈ
様
は
女
学
生
の

お
化
け
で
、
お
化
け
屋
敷
に
来
た
利

用
者
様
の
後
ろ
か
ら
つ
い
て
行
き
、

驚
か
す
役
目
で
し
た
。

　

Ｈ
様
が
右
手
を
使
っ
て
ボ
タ
ン
を

押
す
と
怖
い
叫
び
声
が
流
れ
ま
す
。

途
中
で
止
め
る
こ
と
な
く
、
最
後
ま

で
役
目
を
果
た
さ
れ
ま
し
た
。
何
度

も
繰
り
返
し
行
っ
た
の
で
、「
疲
れ

て
い
ま
せ
ん
か
。」
と
聞
く
と
「
だ

い
じ
ょ
う
ぶ
。」
と
答
え
ら
れ
ま
し

た
。
気
づ
い
て
も
ら
え
な
か
っ
た
時

に
は
、
Ｈ
様
自
ら
が
「
あ
ぁ
ー
」
と

い
う
叫
び
声
を
出
し
て
盛
り
上
げ
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

お
化
け
役
に
本
気
で
取
り
組
み
、

楽
し
ま
れ
る
姿
が
素
敵
で
し
た
。
ま

た
、
い
つ
か
お
化
け
役
が
で
き
た
ら

良
い
で
す
ね
。

（
介
護
福
祉
士　

千
木
良	

香
奈
）

お
化
け
屋
敷

　

八
月
十
六
日
、
尾
谷
様
は
念
願

だ
っ
た
「
劇
場
版
コ
ー
ド
ブ
ル
ー
」

を
観
に
イ
オ
ン
モ
ー
ル
高
崎
に
出
掛

け
ま
し
た
。
出
か
け
る
前
か
ら
テ
レ

ビ
ド
ラ
マ
の
再
放
送
を
観
た
り
、
夏

祭
り
で
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
の
「
Ｈ
Ａ
Ｎ

Ａ
Ｂ
Ｉ
」
を
披
露
し
た
り
と
気
分
は

絶
好
調
で
当
日
を
迎
え
ま
し
た
。

　

上
映
時
間
は
二
時
間
以
上
で
し
た

が
寝
入
る
こ
と
も
な
く
、
最
後
ま
で

良
く
観
て
い
ら
れ
ま
し
た
。
映
画
の

後
は
、
お
買
い
物
で
Ｃ
Ｄ
を
購
入
し

た
り
、
プ
リ
ク
ラ
を
撮
っ
た
り
、
と

て
も
満
足
そ
う
な
お
顔
で
帰
っ
て
く

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

買
っ
て
き
た
Ｃ
Ｄ
は
朝
夕
に
聴
い

て
楽
し
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

ま
た
、
プ
リ
ク
ラ
は
ラ
ミ
ネ
ー
ト
し

て
ベ
ッ
ド
サ
イ
ド
に
飾
り
ま
し
た
。

　

二
棟
に
お
こ
し
の
際
は
、
尾
谷
様

の
ベ
ッ
ド
サ
イ
ド
に
行
っ
て
、「
こ
の

美
女
と
イ
ケ
メ
ン
は
誰
で
す
か
？
」

と
聞
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。
き
っ
と

身
体
を
揺
ら
し
て
得
意
そ
う
に
笑
い

な
が
ら
教
え
て
く
れ
ま
す
。

　

最
後
に
、
休
日
に
も
か
か
わ
ら
ず

尾
谷
様
目
標
達
成
！？

高
崎
イ
オ
ン
ま
で
声
を
掛
け
に
来
て

い
た
だ
い
た
職
員
の
皆
さ
ん
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
尾
谷
様
に
代

わ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
保
育
士　

茂
田	

笑
子
）
　

九
月
某
日
、
Ｙ
様
が
、「
文
化
祭

の
音
楽
ク
ラ
ブ
の
発
表
で
、
指
揮
者

を
す
る
」
と
お
っ
し
ゃ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ギ
タ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
演
奏
会

の
時
は
、
指
揮
者
を
見
て
「
写
真
や

動
画
を
撮
っ
て
、
指
揮
者
の
練
習
を

す
る
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
Ｙ
様

で
す
が
、
ち
ゃ
ん
と
練
習
は
さ
れ
ま

し
た
か
？
人
前
に
出
る
と
緊
張
さ
れ

る
こ
と
が
多
い
Ｙ
様
で
す
が
、
当
日

は
緊
張
し
な
い
で
最
後
ま
で
指
揮
者

を
行
え
ま
し
た
か
？

　

後
日
、
本
人
に
聞
く
と
、「
ち
ゃ

ん
と
出
来
た
よ
」
と
笑
顔
で
嬉
し
そ

う
に
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
色
ん
な
行
事
に
積
極
的
に
参

加
し
ま
し
ょ
う
ね
。

（
准
看
護
師　

廣
澤	

望
美
）

指
揮
者

　

は
ん
な
・
さ
わ
ら
び
療
育
園
周
辺

で
は
秋
も
終
わ
り
に
近
づ
き
、
か
な

り
冷
え
込
む
日
が
増
え
、
冬
の
訪
れ

を
感
じ
る
日
々
で
す
。

　

冬
と
い
え
ば
ク
リ
ス
マ
ス
で
す
。

さ
わ
ら
び
で
ク
リ
ス
マ
ス
会
の
イ
ベ

ン
ト
を
控
え
、
刻
一
刻
と
準
備
が
進

ん
で
い
ま
す
。
職
員
が
ハ
ン
ド
ベ
ル

の
練
習
を
し
た
り
。
ダ
ン
ス
の
練
習

を
す
る
の
を
見
て
、
利
用
者
様
は
喜

ん
で
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。
本
番
で

は
た
く
さ
ん
の
利
用
者
様
を
笑
顔
に

出
来
る
と
幸
い
で
す
。

　

今
年
も
寒
い
冬
を
迎
え
ま
す
。
く

れ
ぐ
れ
も
身
体
に
気
を
付
け
て
お
過

ご
し
下
さ
い
。

（
社
会
福
祉
士　

西
條	

岳
志
）

ク
リ
ス
マ
ス
会
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秋
も
深
ま
り
朝
夕
冷
え
込
む
よ
う

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

さ
わ
ら
び
の
利
用
者
様
も
気
温
の

変
化
で
体
調
を
崩
さ
れ
る
方
も
少
し

ず
つ
増
え
て
き
ま
し
た
。
利
用
者
様

の
日
々
の
体
調
の
変
化
に
気
を
付
け

て
、
こ
れ
か
ら
来
る
冬
を
全
員
で
乗

り
越
え
て
い
け
る
よ
う
努
め
て
い
か

な
け
れ
ば
と
思
う
今
日
こ
の
頃
で

す
。

　

今
年
の
さ
わ
ら
び
の
秋
行
事
と
い

え
ば
…
そ
う
、
文
化
祭
で
す
。
各
棟

で
そ
れ
ぞ
れ
の
利
用
者
様
が
作
っ
た

作
品
や
、
様
々
な
表
情
が
映
し
出
さ

れ
た
写
真
が
飾
ら
れ
て
お
り
、
仕
事

中
に
そ
れ
ら
を
見
る
と
自
然
と
笑
顔

に
な
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
た
く
さ

ん
の
作
品
や
た
く
さ
ん
の
表
情
が
み

ら
れ
る
よ
う
に
ず
っ
と
元
気
で
い
て

も
ら
い
た
い
と
切
に
願
っ
て
お
り
ま

す
。

　

も
う
す
ぐ
さ
わ
ら
び
に
厳
し
い
寒

さ
が
や
っ
て
き
ま
す
が
、
み
ん
な
で

乗
り
越
え
て
笑
顔
で
春
を
迎
え
ま

し
ょ
う
ね
。（

看
護
師　

春
日	

勇
太
）

文
化
祭

　

九
月
に
な
り
、
当
園
で
は
朝
夕
肌

寒
く
感
じ
る
日
が
多
く
な
り
ま
し

た
。
体
調
管
理
に
気
を
つ
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
季
節
が
近
づ
い
て
き
ま

し
た
。
季
節
柄
、
実
り
の
秋
は
食
欲

の
増
す
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。
し
っ

か
り
食
べ
て
体
力
を
維
持
し
て
い
き

た
い
も
の
で
す
。

　

食
べ
る
こ
と
は
、
健
康
の
維
持
と

と
も
に
満
足
感
や
楽
し
み
を
得
る
た

め
の
も
の
で
す
。
私
た
ち
に
と
っ
て
、

様
々
な
食
べ
物
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
食

べ
て
栄
養
と
し
、
美
味
し
い
と
感
じ

た
り
、
満
足
感
を
感
じ
る
こ
と
は
、

生
活
の
中
で
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ

り
、
大
き
な
楽
し
み
で
も
あ
り
ま
す
。

楽
し
み
は
、
生
活
に
お
い
て
メ
リ
ハ

リ
と
活
性
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

当
園
で
は
、
利
用
者
様
の
状
態
に

応
じ
て
食
べ
や
す
い
よ
う
に
食
事
の

形
態
を
変
え
て
提
供
し
て
い
ま
す

が
、
ど
の
利
用
者
様
も
毎
食
意
欲
的

に
食
べ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
て

リ
ハ
課
か
ら

リ
ハ
課
か
ら

食
べ
る
楽
し
み
を
い
つ
ま
で
も

い
る
と
、
楽
し
み
の
時
間
と
な
っ
て

い
る
も
の
と
感
じ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

普
段
の
栄
養
を
経
管
や
胃
瘻
で
摂
ら

れ
て
い
る
利
用
者
様
の
中
に
も
、
お

や
つ
や
水
分
摂
取
、
行
事
の
時
、
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
時
な
ど
に

限
っ
て
食
べ
ら
れ
て
い
る
方
も
お
ら

れ
ま
す
。
ほ
ん
の
少
し
で
も
、
生
活

の
中
で
楽
し
み
と
な
り
得
る
機
会
を

設
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

食
べ
る
と
い
う
こ
と
が
、
生
活
の

中
で
大
き
な
楽
し
み
と
し
て
あ
る
と

い
う
こ
と
は
、
生
き
て
い
く
上
で
の

充
実
さ
に
も
な
り
ま
す
。
食
べ
る
こ

と
の
重
要
性
は
そ
こ
に
あ
る
と
思
い

ま
す
。

　

一
人
ひ
と
り
の
利
用
者
様
に
と
っ

て
、
食
べ
る
楽
し
み
を
い
つ
ま
で
も

大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
、
私
た
ち
も
食
べ
る
楽

し
み
を
実
感
し
て
利
用
者
様
と
と
も

に
笑
顔
を
共
有
し
た
い
も
の
で
す
。

（
医
療
技
術
・
リ
ハ
ビ
リ
課　
　
　

課
長　

谷
口	

知
央
）
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入
職
後
か
ら
約
二
年
間
、
通
所
事

業
所
勤
務
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
今

年
の
春
に
、
は
ん
な
・
さ
わ
ら
び
療

育
園
へ
の
異
動
と
な
り
ま
し
た
。

　

業
務
内
容
が
大
幅
に
変
わ
っ
た
こ

と
に
戸
惑
う
日
々
で
も
あ
り
ま
し
た

が
、
通
所
だ
か
ら
で
き
る
こ
と
、
入

所
だ
か
ら
で
き
る
こ
と
に
少
し
ず
つ

気
づ
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
充
実
し
た
日
々
を
送
れ
て
い
る

よ
う
に
思
え
ま
す
。

　

異
動
し
て
か
ら
数
ヶ
月
し
た
九

月
、
利
用
者
様
の
提
案
に
よ
り
「
お

化
け
屋
敷
」
を
企
画
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
数
名
の
利
用
者
様
と
リ

ハ
ビ
リ
職
員
、
ま
た
病
棟
職
員
が
企

画
メ
ン
バ
ー
と
な
り
、
計
画
を
立
て

ま
し
た
。「
今
回
の
お
化
け
屋
敷
の

テ
ー
マ
は
、『
学
校
の
怪
談
』
に
し
た

い
」
と
の
利
用
者
様
の
意
見
が
あ
り
、

「
学
校
で
起
こ
る
怖
い
こ
と
っ
て
な

ん
だ
ろ
う
？
」、「
ど
ん
な
こ
と
が
起

こ
っ
た
ら
み
ん
な
が
怖
い
と
感
じ
る

だ
ろ
う
？
」、「
目
が
見
え
に
く
い
人

や
音
が
聞
こ
え
に
く
い
人
は
ど
ん
な

仕
掛
け
が
楽
し
め
る
の
だ
ろ
う
？
」

楽
し
み
を
共
有
す
る
楽
し
さ

と
会
議
の
中
で
利
用
者
様
と
職
員
が

一
緒
に
考
え
、
実
際
に
ホ
ラ
ー
映
画

を
見
て
研
究
も
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
た
く
さ
ん
の
利
用
者
様
と

職
員
、
そ
し
て
ご
家
族
に
も
楽
し
ん

で
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
大
成
功
と

な
り
ま
し
た
。
企
画
メ
ン
バ
ー
で
あ

る
利
用
者
様
の
、
当
日
の
楽
し
そ
う

な
姿
も
印
象
的
で
し
た
が
、
私
は
数

か
月
前
か
ら
準
備
を
行
っ
て
き
た
利

用
者
様
の
姿
の
方
が
強
く
印
象
に

残
っ
て
い
ま
す
。

　

入
所
事
業
所
の
中
で
は
職
員
が
企

画
し
た
行
事
に
利
用
者
様
を
招
く
機

会
は
多
く
あ
り
ま
す
が
、
利
用
者
様

が
企
画
し
て
、
他
の
利
用
者
様
だ
け

で
な
く
職
員
も
招
い
て
楽
し
み
の
場

を
提
供
す
る
機
会
は
少
な
い
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

生
き
生
き
と
自
分
が
楽
し
み
な
が

ら
、
誰
か
を
楽
し
ま
せ
よ
う
と
す
る

利
用
者
様
の
姿
は
、
自
分
の
仕
事
に

対
す
る
姿
勢
や
生
活
の
送
り
方
を
改

め
て
見
つ
め
直
す
き
っ
か
け
に
な
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

（
作
業
療
法
士　

茂
木	

茉
莉
奈
）

　

私
が
は
ん
な
・
さ
わ
ら
び
療
育
園

に
入
職
し
て
一
年
半
が
経
過
し
ま
し

た
。
入
職
し
て
か
ら
訓
練
を
担
当
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
山
田
哲
様
に

つ
い
て
お
話
し
い
た
し
ま
す
。

　

山
田
様
と
の
訓
練
で
は
そ
の
季
節

に
合
っ
た
制
作
活
動
を
行
な
っ
て
い

季
節
の
制
作
活
動
を
通
じ
て

ま
す
。
春
は
ち
ぎ
り
絵
で
桜
を
作
り
、

夏
は
お
化
け
屋
敷
の
飾
り
を
作
り
ま

し
た
。
ま
た
秋
は
新
聞
作
り
を
し
、

冬
は
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
や
年
賀
状

を
作
り
ま
し
た
。
や
り
た
い
こ
と
が

た
く
さ
ん
あ
り
、
忙
し
い
と
言
い
な

が
ら
と
て
も
楽
し
そ
う
に
取
り
組
ま

れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
今
年
か
ら
行
事
を
み
ん
な
で

楽
し
み
た
い
、
盛
り
上
げ
た
い
と
い

う
気
持
ち
か
ら
、
夏
祭
り
や
文
化
祭
、

ク
リ
ス
マ
ス
会
な
ど
の
行
事
の
ポ
ス

タ
ー
作
り
を
訓
練
で
し
た
い
と
提
案

し
て
い
た
だ
き
、
協
力
し
て
制
作
に

取
り
組
み
ま
し
た
。
自
分
の
仕
事
で

あ
る
と
使
命
感
を
持
っ
て
主
体
的
に

取
り
組
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
完
成
す

る
と
「
変
じ
ゃ
な
い
か
な
、
大
丈
夫

か
な
」
と
心
配
さ
れ
ま
す
が
、
職
員

に
見
て
も
ら
い
褒
め
ら
れ
る
と
、
と

て
も
満
足
そ
う
に
笑
い
、
や
り
が
い

を
感
じ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
頑

張
っ
て
作
り
た
い
と
笑
顔
で
お
話
し

さ
れ
、
行
事
を
よ
り
楽
し
み
に
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
山
田
様
が
楽
し
く
生

活
で
き
る
よ
う
に
援
助
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
作
業
療
法
士　

関
口	

志
帆
）
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昨
年
に
数
年
振
り
に
リ
ハ
ビ
リ
業

務
に
戻
っ
て
き
て
、
担
当
し
て
い
る

利
用
者
様
と
じ
っ
く
り
関
わ
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
気
付
く
こ
と

が
多
々
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
思
っ
て
い
た
よ
り
も
感

じ
る
力
（
感
性
）
が
鋭
い
よ
う
に
思

い
ま
す
。
多
く
の
利
用
者
様
は
言
語

で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
困
難

で
す
が
、
音
（
人
の
声
、
音
楽
、
環

境
音
）
に
対
す
る
反
応
に
特
に
敏
感

の
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
言
葉
で
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
出
来
な
い

分
、
音
の
持
つ
情
報
（
周
波
数
、
強

弱
、
リ
ズ
ム
、
速
さ
）
に
基
づ
い
て

人
の
区
別
や
周
囲
の
環
境
を
把
握
し

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い

ま
す
。

　

今
年
に
入
っ
て
か
ら
小
さ
な
音
楽

機
器
に
色
々
な
音
や
音
楽
を
入
れ
て

リ
ハ
ビ
リ
時
の
Ｂ
Ｇ
Ｍ
と
し
て
使
用

し
て
い
ま
す
が
、
当
初
思
っ
て
い
た

以
上
に
様
々
な
反
応
が
見
ら
れ
ま

す
。
利
用
者
様
が
嫌
い
な
運
動
や
姿

勢
で
も
、
Ｂ
Ｇ
Ｍ
か
ら
流
れ
て
く
る

音
楽
の
リ
ズ
ム
や
強
さ
に
合
わ
せ
て

音
に
つ
い
て

通
所
支
援

　
　

事
業
所
か
ら

通
所
支
援

　
　

事
業
所
か
ら

リ
ハ
ビ
リ
を
行
う
と
笑
顔
が
見
ら
れ

る
時
が
あ
り
ま
す
。

　

言
語
学
習
に
よ
っ
て
絶
対
音
感
が

消
え
て
い
く
と
言
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
言
語
学
習
が
困
難
で
絶
対
音
感

が
残
存
し
て
い
る
人
に
と
っ
て
音
か

ら
得
ら
れ
る
情
報
は
大
き
な
意
味
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。
言
葉
が
理
解
で

き
な
い
利
用
者
様
に
私
達
が
声
掛
け

を
す
る
理
由
の
一
つ
は
そ
の
辺
に
も

あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
ち
ら
の
気
持
ち
を
感
じ
て
い
た

だ
け
る
話
掛
け
を
し
な
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。（理

学
療
法
士　

松
沼	

文
男
）

　

浜
川
こ
ど
も
と
お
と
な
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
開
設
に
伴
い
、
通
所
支
援

セ
ン
タ
ー
は
移
転
と
な
り
、
新
た
に

通
所
支
援
事
業
所
が
開
設
し
ま
し

た
。
利
用
定
員
も
十
五
人
か
ら
五
人

の
少
人
数
と
な
り
、
セ
ン
タ
ー
の
時

と
比
べ
る
と
賑
や
か
さ
も
減
り
、
少

し
寂
し
い
思
い
も
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
移
転
前
と
変
わ
ら
な
い
利
用
者

様
の
笑
顔
に
、
い
つ
も
元
気
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
今
の
通
所
で
し
か
出
来

な
い
こ
と
を
考
え
な
が
ら
支
援
さ
せ

て
い
た
だ
く
よ
う
心
掛
け
て
い
ま

す
。
先
日
は
利
用
者
様
と
一
緒
に
ス

ノ
ー
ド
ー
ム
を
作
り
ま
し
た
。
数
ヶ

月
前
に
雑
誌
で
見
か
け
、「
今
年
の

ク
リ
ス
マ
ス
は
こ
れ
を
作
ろ
う
」
と

用
意
し
た
も
の
で
す
。
ク
リ
ス
マ
ス

の
Ｂ
Ｇ
Ｍ
も
流
し
、
一
足
先
に
ク
リ

ス
マ
ス
気
分
を
味
わ
い
ま
し
た
。

　

完
成
し
た
ス
ノ
ー
ド
ー
ム
を
楽
し

保
育
士
と
し
て

そ
う
に
見
つ
め
る
利
用
者
様
、
持
ち

帰
っ
た
際
、
と
て
も
喜
ば
れ
て
い
た

ご
家
族
の
様
子
を
見
て
本
当
に
嬉
し

く
感
じ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
ひ
ら

め
き
や
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
気
持
ち
を

大
切
に
、
た
く
さ
ん
の
笑
顔
を
引
き

出
せ
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

通
所
支
援
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
て

い
た
だ
い
て
い
た
利
用
者
様
、
ご
家

族
の
皆
様
、
い
か
が
お
過
ご
し
で

し
ょ
う
か
。
さ
わ
ら
び
に
来
園
さ
れ

た
際
に
は
是
非
、
通
所
へ
も
お
立
ち

寄
り
く
だ
さ
い
。
ま
た
お
会
い
で
き

る
日
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　

寒
い
日
が
続
き
ま
す
。
お
体
を
大

事
に
、
ま
た
来
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。（

保
育
士　

新
井
）
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桶
川
北
本
伊
那
准
看
護
学
校
の
学
生
、
お
よ
び
教
職
員
の
方
々

延
べ
三
十
六
名
が
、
学
習
の
一
環
と
し
て
今
年
も
施
設
見
学
で
来

園
さ
れ
ま
し
た
。

　

四
ツ
橋
療
育
部
長
の
講
義
を
受
け
た
後
、
二
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
園
内
を
周
り
、
各
病
棟
の
設
備
、
病
室
内
の
利
用
者
様
の
日

常
的
ケ
ア
を
見
学
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

見
学
の
途
中
、
当
園
で
行
っ
て
い
る
看
護
活
動
に
つ
い
て
の
説

明
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
そ
れ
以
外
の
支
援
活
動
な
ど
に
つ
い
て

も
熱
心
に
聞
い
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
熱
意
の
あ
る
学
生
が

多
く
、
積
極
的
に

様
々
な
質
問
を
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
見
学
が
皆

様
に
と
っ
て
知
識
の

糧
と
な
れ
ば
幸
い
で

す
。 十

月
二
十
二
日

桶
川
北
本
伊
奈
地
区
医
師
会
立
准
看
護
学
校　

施
設
見
学

九
月
二
十
九
日

Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ａ
高
崎
ギ
タ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル　

演
奏
会

　

今
回
初
め
て
、
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ａ
高
崎
ギ
タ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
様
が
来
園
さ
れ
、
各

棟
で
約
一
時
間
ず
つ
、
演
奏
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

前
半
に
ソ
ロ
・
デ
ュ
エ
ッ
ト
で
の
演
奏
、
後
半
に
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
形
式
で
の

演
奏
で
、
曲
目
は
唱
歌
や
ア
ニ
メ
ソ
ン
グ
な
ど
、
よ
く
耳
に
す
る
な
じ
み
の
あ

る
曲
を
演
奏
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

当
初
は
利
用
者
の
方
々
が
、
一
時
間
飽
き
ず
に
最
後
ま
で
聞
く
こ
と
が
で
き

る
か
不
安
で
し
た
が
、
普
段
な
か
な
か
聞
く
こ
と
の
で
き
な
い
ギ
タ
ー
の
音
色

に
皆
様
聞
き
入
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

知
っ
て
い
る
曲
が
流
れ
る
と
、
口
ず
さ
ん
で
歌
い
始
め
た
り
、
一
緒
に
聴

い
て
い
た
ご
家
族
や
職
員
に
、

「
知
っ
て
い
る
よ
」
と
言
わ
ん
ば

か
り
に
目
を
輝
か
せ
て
訴
え
た

り
し
て
お
り
、
あ
っ
と
い
う
間

に
楽
し
い
一
時
間
が
過
ぎ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

　

お
忙
し
い
中
、
来
園
し
て
い

た
だ
き
、
素
敵
な
演
奏
を
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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群
馬
県
重
症
心
身
障
害
児
（
者
）
を
守
る
会
様
の
主
催
で
、
音
楽
療
法
士
の

長
居
由
子
様
、
村
橋
雅
子
様
の
二
名
に
来
園
し
て
い
た
だ
き
、
音
楽
療
法
の
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
園
で
活
動
し
て
い
る
音
楽
ク
ラ
ブ
の
利
用
者
の
方
々
が
参
加
し
、
音
楽
療

法
士
の
方
々
を
中
心
に
円
型
状
に
並
び
、
コ
ン
サ
ー
ト
と
は
異
な
る
全
員
参
加

型
の
活
動
で
し
た
。
様
々
な
楽
器
を
音
楽
療
法
士
の
方
々
、利
用
者
様
、ご
家
族
、

職
員
の
全
員
で
演
奏
し
、
馴
染
み
の
あ
る
曲
で
は
歌
っ
た
り
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
単
に
楽
器
を
鳴
ら
し
た
り
、
歌
っ
た
り
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
音
楽
療

法
士
の
方
々
の
話
し
で
は
、「『
静
と
動
』
が
重
要
で
、
意
図
的
に
無
音
の
状
態

を
作
る
こ
と
で
、
利
用
者
様
の
興
味
を
引
き
、
感
性
を
研
ぎ
澄
ま
す
こ
と
で
、

よ
り
大
き
な
感
動
、
感
覚
的
影
響
を
与
え
る
効
果
を
持
つ
」
と
の
こ
と
で
し
た
。

ま
た
音
楽
療
法
士
の
方
は
、
回
り
な
が
ら

一
人
ひ
と
り
様
子
を
窺
い
、
声
掛
け
や
適

切
な
楽
器
を
提
供
す
る
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ

が
楽
し
め
る
よ
う
に
配
慮
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

　

音
楽
療
法
と
い
う
新
鮮
な
活
動
に
利
用

者
様
も
終
始
驚
き
つ
つ
も
楽
し
そ
う
な
様

子
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
音
楽
療
法

の
内
容
に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く
教
え
て

い
た
だ
き
、
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　

長
居
様
、
村
橋
様
、
素
晴
ら
し
い
会
を

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
こ

の
よ
う
な
貴
重
な
会
を
主
催
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
群
馬
県
重
症
心
身
障
害
児
（
者
）

を
守
る
会
様
に
も
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

十
月
二
十
二
日
、
群
馬
県
プ
ロ
ゴ
ル
フ
会
様
等
の
主
催
に
よ
り
、「
Ｐ
Ｇ
Ａ

フ
ィ
ラ
ン
ス
ロ
ピ
ー
群
馬
県
プ
ロ
ゴ
ル
フ
会
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会
」
が

群
馬
県
藤
岡
市
の
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
今
年
は
暑
い
夏
を
避
け
、涼
し
く
、ま
た
紅
葉
も
楽
し
め
る
と
い
う
こ
と
で
、

例
年
よ
り
少
し
時
期
を
ず
ら
し
て
大
会
が
開
催
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

そ
し
て
十
月
三
十
一
日
、
群
馬
県
プ
ロ
ゴ
ル
フ
会
事
務
局
か
ら
西
海
プ
ロ
が

来
園
さ
れ
、
今
年
も
大
会
の
収
益
金
の
一
部
を
当
園
に
寄
付
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
お
忙
し
い
中
、
今
年
も
来
園
し
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
大
会
を
企
画
し
て
下
さ
っ
た
群
馬
県
プ
ロ
ゴ
ル
フ
会

様
と
、
参
加
者
の
皆
様
に
改
め

て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

託
さ
れ
た
大
切
な
寄
付
金
は
、

障
害
児
・
者
の
活
動
に
、
大
切

に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

十
月
三
十
一
日

群
馬
県
プ
ロ
ゴ
ル
フ
会　

寄
付

十
月
二
十
六
日

音
楽
療
法
士　

音
楽
療
法
の
会
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高
崎
市
赤
十
字
奉
仕
団
群
馬
分
団
の
方
々
総
勢
四
十
名
が
、
今
年
も
奉
仕
の

た
め
に
来
園
さ
れ
ま
し
た
。

　

赤
十
字
奉
仕
団
の
方
々
に
は
、
昭
和
五
十
四
年
か
ら
毎
年
奉
仕
活
動
の
た
め

に
来
園
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
今
年
で
三
十
九
年
目
と
な
り
ま
す
。

　

今
回
は
、
紅
葉
も
終
わ
り
が
近
づ
き
、
園
庭
に
は
た
く
さ
ん
の
落
ち
葉
が
あ

り
ま
し
た
の
で
、
落
ち
葉
掃
き
や
、
園
内
各
所
の
窓
ガ
ラ
ス
拭
き
、
利
用
者
様

の
車
椅
子
清
掃
な
ど
の
奉
仕
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

毎
年
、
奉
仕
の
た
め
に
来
園
し
て
い
た
だ
き
、
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
今
年
も
園
内
外
各
所
を
丁
寧
に
掃
除
し
て
い
た
だ
い
た
の
で
、
と
て
も
奇

麗
に
な
り
ま
し
た
。
来
年
も
お
会

い
で
き
る
の
を
心
待
ち
に
し
て
お

り
ま
す
。

十
一
月
十
六
日

高
崎
市
赤
十
字
奉
仕
団
群
馬
分
団　

奉
仕

十
一
月
十
四
日

富
岡
市
甘
楽
郡
医
師
会
立
富
岡
准
看
護
学
校　

施
設
見
学

　

今
年
も
富
岡
准
看
護
学
校
か
ら
、
学
生
二
十
七
名
、
教
職
員
二
名
の
方
々
が
、

施
設
見
学
の
た
め
に
来
園
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、「
入
園
し
て
い
る
児
の
特
性
と
生
活
状
況
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

る
と
共
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
方
や
接
し
方
を
学
ぶ
。」
と
い
う

目
的
で
、
施
設
見
学
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

前
半
で
は
、
四
ツ
橋
療
育
部
長
か
ら
当
園
や
法
人
全
体
に
つ
い
て
、
ま
た
現

在
行
わ
れ
て
い
る
療
育
活
動
に
つ
い
て
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
後

半
で
は
、
二
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
実
際
に
園
内
で
の
療
育
活
動
を
見
学
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

特
に
当
園
で
行
わ
れ
て
い
る
療

育
活
動
に
つ
い
て
は
、話
す
こ
と
、

見
る
こ
と
、
一
つ
一
つ
に
対
し
て

メ
モ
を
と
っ
た
り
、
ま
た
う
な
ず

い
た
り
し
て
、
話
を
熱
心
に
聞
か

れ
て
お
り
、
学
習
意
欲
が
感
じ
ら

れ
ま
し
た
。

　

今
回
見
学
し
て
い
た
だ
い
た
内

容
が
、
今
後
の
知
識
の
糧
に
な
れ

ば
幸
い
で
す
。
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群
馬
医
療
福
祉
大
学
よ
り
、
当
法
人
の
理
事
で
あ
る
大
谷
幸
雄
先
生
の
引
率

の
下
、
社
会
福
祉
専
攻
の
学
生
六
名
が
、「
重
複
障
害
教
育
総
論
」
の
講
義
の

一
環
と
し
て
来
園
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、「
大
学
の
講
義
だ
け
で
は
理
解
で
き
な
い
重
複
障
害
児
・
者
の
実

際
を
知
る
」、「
重
度
・
重
複
障
害
児
・
者
の
日
ご
ろ
の
生
活
の
様
子
を
知
る
」、

「
重
度
・
重
複
障
害
児
・
者
を
支
え
て
い
る
様
々
な
方
々
の
仕
事
を
理
解
す
る
」

と
い
っ
た
様
々
な
目
的
で
、
施
設
見
学
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

前
半
で
は
、
富
岡
療
育
部
次
長
よ
り
当
園
や
法
人
全
体
に
つ
い
て
、
ま
た
現

在
行
わ
れ
て
い
る
療
育
活
動
に
つ
い
て
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
後
半
で
は
、

実
際
に
園
内
で
の
療
育
活
動
を
見

学
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

見
学
中
だ
け
で
な
く
見
学
終
了

後
に
も
、
積
極
的
に
質
問
を
い
た

だ
き
、
来
園
さ
れ
た
全
て
の
学
生

か
ら
質
問
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

普
段
か
ら
障
害
児
教
育
を
勉
強
さ

れ
て
い
る
の
で
、
学
生
一
人
ひ
と

り
の
関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え
ま

し
た
。

　

今
回
見
学
し
て
い
た
だ
い
た
内

容
が
、
今
後
の
知
識
の
糧
に
な
れ

ば
幸
い
で
す
。

十
一
月
二
十
三
日

群
馬
医
療
福
祉
大
学　

施
設
見
学

十
一
月
二
十
日

海
老
名
市
南
部
地
区
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会　

視
察
研
修

　

海
老
名
市
南
部
地
区
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
の
二
十
一
名
の
皆
様
が
、

視
察
研
修
の
た
め
来
園
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
で
は
、「
当
園
の
見
学
と
概
要
に
つ
い
て

学
ぶ
こ
と
で
、
委
員
の
知
識
向
上
を
図
る
こ
と
」
を
目
的
と
し
て
、
施
設
見
学

を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

前
半
で
は
、
四
ツ
橋
療
育
部
長
よ
り
当
園
設
立
か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
の
経

緯
と
現
在
行
わ
れ
て
い
る
療
育
活
動
に
つ
い
て
、
ま
た
法
人
が
運
営
し
て
い
る

当
園
以
外
の
三
施
設
で
運
営
し
て
い
る
事
業
内
容
に
つ
い
て
説
明
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

後
半
で
は
、
二
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
園
内
を
見
学
し
て
い
た
だ

き
、
実
際
に
療
育
活
動
の
現
場
を

見
学
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

見
学
後
、
園
の
名
前
の
由
来
に

つ
い
て
や
利
用
者
様
の
状
態
に
つ

い
て
な
ど
、
多
く
の
質
問
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
遠
い
と
こ
ろ
来
園

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
と
て

も
当
園
に
興
味
を
持
た
れ
た
様
子

で
し
た
。
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いつもご支援を賜り、感謝申し上げます。

十
一
月
二
十
六
日

　

寄
贈
主

　
　

群
馬
県
蒟
蒻
協
同
組
合　

様

　

寄
贈
品

　
　

こ
ん
に
ゃ
く　
　

二
十
個

　
　

し
ら
た
き　
　
　

二
十
個

十
一
月
三
十
日

榛
名
小
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ　

慰
問
品
寄
贈
・
施
設
見
学

　

毎
年
、
年
末
に
な
る
と
、
榛
名
地
域
小
中
学
校
全
八
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆
様

が
、
慰
問
品
を
携
え
て
さ
わ
ら
び
利
用
者
の
皆
様
へ
激
励
に
訪
れ
て
下
さ
っ

て
お
り
、
榛
名
地
域
の
皆
様
が
当
園
の
こ
と
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
機
会
と

し
て
、
も
う
す
っ
か
り
恒
例
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
十
六
名
の
方
々
が
来
園
さ
れ
、
ハ
ン
ド
ソ
ー
プ
や
シ
ャ
ン
プ
ー
な

ど
の
た
く
さ
ん
の
慰
問
品
を
持
っ
て
き
て
下
さ
い
ま
し
た
。
慰
問
品
を
寄
贈

し
て
い
た
だ
い
た
後
は
、
園
内
を
見
学
さ
れ
、
当
園
で
行
わ
れ
て
い
る
療
育

活
動
を
見
学
し
て
い
た
だ
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

物
心
両
面
に
お
い
て
、毎
年
ご
支
援
を
賜
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
大
変
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

十
月
三
十
一
日

　

寄
付
主

　
　

群
馬
県
プ
ロ
ゴ
ル
フ
会　

様

　

寄
付
金

　
　

現
金　
　
　
　

二
十
万
円

十
一
月
三
十
日

　

寄
贈
主

　
　

榛
名
地
域
小
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ　

様

　

寄
贈
品

　
　

ハ
ン
ド
ソ
ー
プ　

ボ
ト
ル
：
三
十
九
本　

詰
替
え
：
三
十
九
袋

　
　

ボ
デ
ィ
ソ
ー
プ　

ボ
ト
ル
：
二
十
九
本　

詰
替
え
：
二
十
二
袋

　
　

シ
ャ
ン
プ
ー　
　

ボ
ト
ル
：　
　

七
本　

詰
替
え
：　

十
四
袋

　
　

リ
ン
ス　
　
　
　

ボ
ト
ル
：　
　

三
本　

詰
替
え
：　
　

八
袋

　
　

洗
濯
洗
剤　
　
　

ボ
ト
ル
：　
　

二
本　

詰
替
え
：　
　

八
袋

　
　

中
性
洗
剤　
　
　

ボ
ト
ル
：　
　

一
本
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　今号は「50周年記念号」ということで、開園当初の写真や、当時の資料など、当園
の50年の歴史に触れることが出来ました。開園から今日までの間にどんな出来事があっ
たか資料から知ることができ、また写真を見ることで当時の映像も想像でき、「50年の
あゆみ」を自分の中で整理することが出来ました。
　最近、施設見学の方々に「園の名前の由来は何ですか？」、「なぜ『はるな』ではな
く、『はんな』なのですか？」、「さわらびの像はなぜこのような形をしているのですか？」
といった質問を多くいただきます。このような質問も、今後は折に触れてお話してい
きたいと考えております。
　今回、この創立50周年という記念すべき年に立ち会えたことに感謝します。これか
ら先、80周年、100周年と続いていく中で、今回学ぶ事が出来た内容をもとに、広報
担当としてさらに一層の努力を続け、当園、また当法人の情報発信を行っていきたい
と思います。	 （法人事務局　中曽根）

編集後記

表紙の写真
　はんな・さわらび療育園は今年で創立50周年を迎
えました。また、さわらびのシンボルである「さわ
らびの像」は、園創立から数年後に制作され、長年
利用者様の成長を見守られてきました。
　「さわらびの像」は、世界的に高名な石刻画家であ
る山田光造先生が「当園で療養している方々の励ま
しと今は亡き園児たちの供養をかね」制作されました。
３年前に山田先生が来園された際にも「さわらびの
像」について掲載しましたが、改めて掲載いたします。

　「全体のテーマは、『慈悲と威厳と思愛』となります。この像の姿については、各々
方の感受されたことを大切にしたいため解説を省きます。しかし一言申しますと、
後方の様は風に舞う衣であり、今まさに飛び立とうとする翼であり、人心の燃える
炎の様であります。」



平成30年９月～11月の主な行事

九
月

　
　

四
日　

火　

研
修
委
員
会
／
電
子
カ
ル
テ
会
議

　
　

五
日　

水　

昼
礼

　

十
一
日　

火　

安
全
・
感
染
・
褥
瘡
・
給
食
委
員
会

　

十
八
日　

火　

サ
ー
ビ
ス
向
上
委
員
会

　

十
九
日　

水　

平
成
三
十
年
度
第
二
回
法
定
研
修
（
第
一
回
）

　

二
十
日　

木　

平
成
三
十
年
度
第
一
回
出
張
報
告
会

二
十
五
日　

火　

連
絡
協
議
会

二
十
六
日　

水　

入
所
部
門
基
本
構
想
策
定
会
議

二
十
七
日　

木　

常
任
理
事
会

十
月

　
　

二
日　

火　

医
療
監
視
／
研
修
委
員
会
／
電
子
カ
ル
テ
会
議

　
　

九
日　

火　

安
全
・
感
染
・
褥
瘡
・
給
食
委
員
会

　
　

十
日　

水　

昼
礼
／
平
成
三
十
年
度
第
三
回
法
定
研
修
（
第
一
回
）

　

十
一
日　

木　

医
療
監
視

　

十
五
日　

月　

サ
ー
ビ
ス
向
上
委
員
会

　

十
六
日　

火　

適
時
調
査

　

十
八
日　

木　

移
動
Ｃ
Ｔ

二
十
一
日　

日　

さ
わ
ら
び
文
化
祭

二
十
三
日　

火　

連
絡
協
議
会

二
十
五
日　

木　

常
任
理
事
会

十
一
月

　
　

六
日　

火　

研
修
委
員
会
／
電
子
カ
ル
テ
会
議

　
　

七
日　

水　

昼
礼
／
平
成
三
十
年
度
第
一
回
虐
待
防
止
研
修

　

十
一
日　

日　

追
悼
式

　

十
三
日　

火　

安
全
・
感
染
・
褥
瘡
・
給
食
委
員
会
／
入
所
部
門
基
本
構
想
策
定
会
議

　

十
四
日　

水　

福
祉
実
地
指
導

　

十
九
日　

月　

サ
ー
ビ
ス
向
上
委
員
会

二
十
二
日　

木　

理
事
会

二
十
七
日　

火　

拡
大
連
絡
協
議
会
／
連
絡
協
議
会

二
十
九
日　

木　

平
成
三
十
年
度
第
四
回
法
定
研
修
（
第
一
回
）


